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背景

• 生物多様性条約におけるビジネスと生物多様性の議論
– COP8 決議VIII/17
– COP9 決議IX/26
– COP10 決議X/21

• 国別・地域別プラットフォームの設立を推奨
• グローバルパートナーシップを目指す
• ツールやメカニズムに関する情報を集める 等



International Union for Conservation of Nature

会合の目的

• グローバルプラットフォームの一部である国別のビジネスと
生物多様性イニシアチブを紹介し、現状の課題やグローバ
ルプラットフォームに向けての課題について議論を行う

• COP10での関連決議の実施状況や事業者が日々の事業活
動の中に生物多様性を主流化する上での課題、COP11に
おける関連決議に関する初期的な提言などに関する議論を
行う
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セッションの構成（１）

1日目
セッション１－既存のビジネスと生物多様性イニシアチブに関する議論：
各国のイニシアチブの取り組みの現状や課題について議論を行う。各国
のイニシアチブや他の参加者の間での経験や好事例の共有の機会を提
供する
セッション２－政策上の課題に対応する上での国別イニシアチブの役割：セッショ
ン１に引き続き各国イニシアチブの関係者による課題や今後の展望、条約の目的
達成に対する貢献の可能性等に関する議論を行う。
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セッションの構成（２）

1日目
セッション３－産業界の取り組みに対する見解や展望：企業と政府のパネリストを
招き、事業活動への生物多様性を主流化に関する事業者の取り組み事例の紹介
とこうした事業者の取り組みに対する政府の見解や今後の政策展望に関する議
論を行う。

セッション４－生物多様性をビジネスに統合するためのテーマ別イニシアチブ、ツ
ール／メカニズムに関する展望：本セッションでは、生物多様性事務局とUNEP-
WCMCが実施する調査の初期的な成果と同時に11月にロンドンで実施されるツ
ールやメカニズムの開発に関連した会合の結果を提示する。これに引き続き、民
間部門の支援を強化するためのツールのさらなる開発に必要なステップ等につい
て議論を行う。

セッション５－COP10以降のアクションとCOP11に向けての提言：本セッションで
は、それまでのセッションの議論を踏まえて、COP10の決議の実施状況や
COP11における民間参画に関連する決議（グローバルプラットフォーム、ツールと
メカニズム、民間参画等）の初期的なアイディアに関する議論を行う。
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2日目
セッション６－ビジネスと生物多様性に関する各
国イニシアチブとグローバルプラットフォームの今
後の展開：本セッションでは、地域レベルのイニ
シアチブ関係者からのインプットなどを元に、国
別のビジネスと生物多様性イニシアチブの設立
をどのように促進していけるか、各国のビジネス
と生物多様性イニシアチブの今後の役割、特に
愛知目標達成における各国イニシアチブの役割
等について議論を行う。

セッション７－COP11におけるハイレベル会合や
その他イベント：本セッションではCOP11におけ
るビジネス関連イベントに関する情報共有とアイ
ディアの交換を行う。

セッションの構成（３）
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その他

• ABS名古屋議定書に関するインフォメーションセッション
• ネットワーキングイベント

• パネル展示
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ご清聴ありがとうございました。


